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保育学生を対象とした の効果検証（ ）
― 年間の縦断的変化―

○松田侑子（弘前大学） 濱田祥子（比治山大学）

キーワード：保育学生， ，縦断的検討

問題と目的

本研究では，保育学生に導入した

（以下， ）の効果が， 年間どの程度維

持・変化しているのかについて明らかにすること

を目的とする。 とは， を教師

や保育者向けに改変したものであり，子どもとの

かかわり方や，応用行動分析（ ）に関する知識

に影響し，ひいては保育者としての自信や動機づ

けにも肯定的な効果があると期待される。

方 法

調査対象者 四年制大学 校の保育者養成課程に

在籍する 名である。 は， 年 月～

＋ 年 月にかけて，すべての調査対象者に実施

され，フォローアップは， ＋ 年 月中旬に

行っている。介入前（調査 ： 年 月） 介

入 年後（調査 ： ＋ 年 月上旬） フォロ

ーアップ後（調査 ： ＋ 年 月下旬），介入

年後（調査 ： ＋ 年 月）の 時点での

各得点を比較する。時期 時点での 年生 時期

時点で 年生 は 名，時期 時点での 年生

（時期 時点で社会人 年目）は 名である。

調査項目 ①援助スキル：三鈷（ ）の養育ス

キル尺度を使用した。② に関する知識・理解

の程度： 日本語短縮版（志賀 ）と教

師用応用行動分析チェックリスト（小関他 ）

の中から， 項目を抜粋して用いた。③保育者効

力感：保育者効力感尺度（三木・桜井 ）を

使用した。④保育者志望度：「私は，保育者になり

たい」という 項目 件法を用いた。

結果と考察

学年別に，反復測定による一要因分散分析を実

施したところ，時期 で 年生だった学生では，

対人関係的報酬，不適切行動の無視，注目関与，

に関する知識，保育者効力感において，時期

で 年生だった学生では，援助的コミュニケーシ

ョン，不適切行動の無視， に関する知識，保

育者効力感において有意，もしくは有意傾向であ

った。多重比較の結果は， の通りである。

援助スキル・ に関する知識は，介入前に比

して，介入後 時点で高く維持されていた。 で

学んだ内容は一度身につくと，ある程度は定着す

るものと考えられる。ただし，時期 で 年生だ

った学生は，就職後に，言語によるほめや励まし

等を行うスキルが低下していた。実習とは異なり，

保育者として毎日現場に立つようになると，一人

ひとりに丁寧な言語的な声掛けを行う余裕がなく

なる等，馴れが生じていくのかもしれない。また，

時期 で 年生だった学生は不適切行動に反応し

ないスキルや子どもやその行動にポジティブな注

意・関わりを行うスキルが段階的に高まる傾向が

示された。実習でスキルを使用する中で，経験的

に理解されていった可能性がある。

対人関係的報酬

援助的コミュニケーション

不適切行動の無視 2,3,4>1，4>2

注目関与

きげんとり

対人関係的報酬

援助的コミュニケーション ✝

不適切行動の無視

注目関与

きげんとり

― ―

　学年別の反復測定による一要因分散分析に関する結果
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社会的に共有された学習調整の視点提示が
授業実践型相互教授による算数グループ学習に及ぼす効果（ ）

―仲間が他者の学習を調整する発話機能に着目して―

町 岳（静岡大学）

キーワード：社会的に共有された学習調整，授業実践型相互教授，発話機能

問題と目的

自己調整学習研究では，これまで一個人におけ

る自己調整の機能に焦点が当てられてきたが，近

年は協働的作業の文脈における自己調整にも注目

が集まるようになってきた。町 は，授業

実践型相互教授（

以下 ）に，「社会的に共有された

学習の調整（

以下 」（ 他 ）に基づ

く振り返りの視点を加えた授業デザインの効果を

検討した。その結果，「協力」，「配慮行動」，「援助

要請」，「援助提供」の つの視点の自己効力感が

向上する等の効果が見られた。本研究では，上記

デザインの効果を，発話のカテゴリー分析という，

質的な側面から検討する。

方 法

対象と時期 都内公立小学校 年生 学級 名，

学級 名の計 名の児童を対象に， 年

月に実施した。 学級を に に基づいた学

習調整の視点を提示する介入群， 学級を の

みの対照群とし，両群への学習効果を比較すると

ともに，実践後の対照群に対するフォローとして，

学習調整の視点を提示する指導を行なった。

授業デザイン 年生の算数「小数」 時間扱

い の単元で，約 分間の集団検討場面でグルー

プ学習を５回取り入れた。１回目のグループ学習

は， の枠組みによらない自由な話し合いによ

るものとし，第 〜 回で によるグループ学

習を取り入れた授業を行った。

介入群の 教示 介入群では，第 回のグル

ープ学習に入る前に， の話し合いの手順に加

え， に基づく学習調整の視点として，「協力」，

「聞き方」，「笑顔」，「質問」，「教え方」の つを

提示。振り返りカードを使って，毎回のグループ

学習後に，自分たちの学習を振り返らせた。

グループ内発話分析手順 両群から各 グループ

の学習の様子（ 回）をビデオと集音マイクによ

り記録し，グループ学習における発話をプロトコ

ルに起こした。分析対象としたのは，そのうち，

担任によって「グループの中で，友達に教えるの

が一番うまい」とされる児童の発話である。

に基づく学習調整に対応させて，「協力」，

「視点取得」，「配慮行動」，「援助要請」，「援助提

供」の方略活用の発話カテゴリーを設定した。ま

た学び合いにおいて，仲間が他者を調整する際の

発話機能 他 に着目し，各カテゴリ

ーの発話を，直接的に友達に働きかける「直接的

調整機能（友達への質問や助言等）」と，間接的に

友達に働きかける「間接的調整機能（友達の考え

を意図的に引き出そうとする質問等）」に分類した。

結果と考察

授業前後の各カテゴリー発話の出現率について，

χ２検定により検討した結果，出現率に有意差が

認められなかった χ２ 。次に，授

業前後の直接的・間接的発話の出現率について同

様に検討した結果，出現率に有意差が認められ χ
２ ，残差分析の結果，授業後

の介入群の間接的調整機能の発話の出現率が高く，

直接的機能発話の出現率が低く，授業後の対照群

ではその逆であることが示された。これは に

よる学び合いの自己調整を児童に意識させること

で，他者に対して，より思考促進的に働きかける

ようになるという可能性を示唆している。
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